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「
地
シ
女
（
じ
し
じ
ょ

）」
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人

物

石
井
純
（

）
特
別
対
策
室

26

古
江
響
子
（

）
特
別
対
策
室
長

32

三
好
省
吾
（

）
特
別
対
策
室

42

男
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概
要徳

島
県
防
災
対
策
特
別
室
に
勤
務
す
る
石
井
純
は

新
任
の
室
長
を
待
ち
受
け
る
。
そ
こ
に
お
と
ず
れ
た

の
は
、
地
震
の
揺
れ
が
大
好
き
な
地
震
オ
タ
ク
の
通

称
「
地
シ
女
」
の
古
江
響
子
。
最
初
は
彼
女
の
行
動

や
言
動
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
防
災
に
対
し
て
の
考

え
や
信
念
に
打
た
れ
、
考
え
方
が
変
わ
っ
て
い
く
。
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Ｓ
Ｅ

ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
甲
高
い
足
音
。

石
井
Ｍ
「
あ
ー
、
ヤ
バ
い
！
ど
う
し
よ
う
…
…
も
う

こ
ん
な
時
に
、
三
好
さ
ん
は
出
張
だ
し
、
な
ん
で

も
今
度
く
る
室
長
は
京
大
の
地
震
研
究
所
に
い
て

超
変
人
ら
し
い
し
…
…
」

Ｓ
Ｅ

ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
足
音
が
大
き
く
な
る
。

石
井
Ｍ
「
あ
ー
来
る
…
…
」

Ｓ
Ｅ

ド
ア
の
開
く
音
。

響
子
「
何
し
て
ん
の
？
」

石
井
Ｍ
「
そ
こ
に
は
色
白
で
尖
っ
た
眼
鏡
の
女
性
が

立
っ
て
い
た
。
そ
し
て
手
に
は
…
…
」

Ｓ
Ｅ

魚
の
跳
ね
る
音
、

石
井
「
え
っ
ー
。
な
ん
で
す
か
そ
れ
は
？
」

響
子
「
な
ま
ず
よ
」

石
井
「
な
っ
、
な
ま
ず
！
な
ん
で
？
」

響
子
「
地
震
の
予
知
に
は
つ
き
も
の
で
し
ょ
。
こ
こ

が
対
策
室
？
」

石
井
「
え
っ
、
そ
う
で
す
。
あ
っ
、
石
井
で
す
。
石

井
純
で
す
。
係
長
の
三
好
は
、
出
張
中
で
す
」

響
子
「
そ
う
。
今
日
か
ら
、
こ
こ
の
室
長
を
す
る
こ
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と
に
な
っ
た
古
江
響
子
。
よ
ろ
し
く
」

石
井
Ｍ
「
ど
う
い
う
事
だ
、
予
想
と
は
ま
る
で
違
っ

て
、
変
人
だ
け
ど
美
人
じ
ゃ
な
い
か
」

響
子
「
何
？
」

石
井
「
い
え
、
コ
ー
ヒ
ー
い
れ
ま
し
ょ
う
か
？
」

響
子
「
い
や
、
い
ら
な
い
」

Ｓ
Ｅ

椅
子
に
座
る
音
。

響
子
「
石
井
」

石
井
Ｍ
「
い
き
な
り
呼
び
捨
て
か
よ
」

響
子
「
石
井
、
こ
の
資
料
、
目
通
し
と
い
て
」

石
井
「
は
っ
、
は
い
」

響
子
「
石
井
、
そ
れ
次
の
会
議
で
発
表
す
る
か
ら
ね
」

石
井
「
え
っ
、
ま
さ
か
、
僕
が
発
表
を
？
」

響
子
「
え
え
、
石
井
が
や
る
の
」

石
井
「
わ
、
わ
か
り
ま
し
た
…
…
」

Ｓ
Ｅ

キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
く
音
。

石
井
Ｍ
「
ま
あ
、
僕
を
頼
り
に
し
て
る
の
か
な
、
ふ

む
ふ
む
。
え
っ
ー
」

響
子
「
ど
う
か
し
た
？
」

石
井
「
こ
ん
な
の
無
理
で
す
よ
！
避
難
訓
練
な
ん
か
、
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こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
人
を
一
箇
所
に
集
め
る
と
か
は
」

響
子
「
マ
ス
ク
着
用
。
消
毒
液
と
遮
蔽
版
の
設
置
す

れ
ば
い
い
で
し
ょ
」

石
井
「
あ
と
復
興
後
の
た
め
に
、
高
台
に
あ
る
地
域

に
避
難
施
設
を
作
る
と
か
…
…
」

響
子
「
な
ん
で
？
」

石
井
「
い
や
、
予
算
と
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
県
の
予
算

も
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
…
…
」

響
子
「
改
め
て
申
請
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
」

石
井
「
そ
う
い
う
問
題
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
休
業
補

償
と
か
、
県
民
も
飲
食
店
の
経
営
者
と
か
も
大
変

な
ん
で
す
よ
」

響
子
「
人
の
命
と
ど
っ
ち
が
大
事
な
の
？
」

石
井
「
も
ち
ろ
ん
、
人
命
で
す
け
ど
…
…
」

響
子
「
じ
ゃ
あ
、
や
っ
て
」

石
井
Ｍ
「
な
ん
な
ん
だ
、
あ
ー
イ
ラ
イ
ラ
し
て
く
る
」

Ｓ
Ｅ

振
動
（
貧
乏
揺
す
り
）

響
子
「
石
井
、
貧
乏
ゆ
す
り
！
」

石
井
「
あ
っ
、
す
み
ま
せ
ん
」

響
子
「
石
井
、
揺
ら
す
な
ら
、
も
っ
と
激
し
く
！
」
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石
井
「
え
っ
！
」

響
子
「
私
は
地
震
の
揺
れ
が
大
好
き
な
の
。
あ
の
激

し
い
振
動
が
た
ま
ら
な
い
の
」

石
井
Ｍ
「
ヤ
バ
―
、
本
当
に
ヤ
バ
い
か
も
」

Ｓ
Ｅ

携
帯
の
着
信
音
。

響
子
「
も
し
も
し
古
江
で
す
。
観
測
所
の
計
測
は
ど

う
？
え
え
わ
か
っ
た
。
上
那
賀
と
塩
江
は
？
う
ん
。

う
ん
…
…
」

石
井
Ｍ
「
本
当
は
す
ご
い
ひ
と
な
の
か
？
」

Ｓ
Ｅ

携
帯
の
着
信
音
。

石
井
Ｍ
「
三
好
さ
ん
か
ら
だ
」

Ｓ
Ｅ

扉
を
開
け
る
音
。
足
音
。

石
井

「
（

小
声
で
）
も
し
も
し
、
三
好
係
長
。
早
く

帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
よ
。
ヤ
バ
い
で
す
よ
。
新

し
い
室
長
…
…
え
え
…
…
」

Ｓ
Ｅ

扉
の
閉
ま
る
音
。

石
井
Ｍ
「
僕
は
、
今
ま
で
の
や
り
取
り
を
係
長
に
伝

え
た
」

三
好

「
（

電
話
の
声
）
そ
れ
は
、
変
わ
っ
て
る
な
あ
。

で
も
、
方
向
性
は
間
違
っ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
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俺
も
、
い
ろ
い
ろ
な
地
区
を
回
っ
て
い
て
実
感
し

た
よ
」

石
井
「
え
っ
、
そ
ん
な
…
…
」

三
好

「
（

電
話
の
声
）
そ
れ
に
、
会
議
で
発
表
す
る

な
ら
見
せ
場
じ
ゃ
な
い
か
。
よ
く
聞
い
て
頑
張
れ

よ
！
」

石
井
「
え
っ
、
三
好
係
長
。
三
好
…
…
」

Ｓ
Ｅ

電
話
の
切
れ
る
音
。

石
井
Ｍ
「
な
ん
て
こ
と
だ
、
僕
は
ど
う
す
れ
ば
…
…
」

響
子
「
石
井
―
っ
」

石
井
「
は
っ
、
は
い
」

Ｓ
Ｅ

足
音
。

響
子
「
石
井
は
阪
神
大
震
災
の
こ
と
覚
え
て
る
？
」

石
井
「
い
え
、
僕
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
頃
だ
か
ら
」

響
子
「
私
は
小
学
生
だ
っ
た
。
（
興
奮
し
て
）
激
し

い
振
動
で
目
を
覚
ま
し
た
わ
。
あ
の
振
動
が
た
ま

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
徳
島
で
も
長
い
時
間
揺
れ
た

わ
。
あ
れ
か
ら
、
地
震
の
揺
れ
の
虜
に
な
っ
て
い

っ
た
」

石
井
Ｍ
「
な
ん
だ
な
ん
だ
？
」
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響
子
「
夜
が
あ
け
る
と
、
テ
レ
ビ
で
神
戸
の
街
が
大

変
な
こ
と
に
な
っ
て
た
。
あ
ん
な
光
景
を
見
た
の

は
初
め
て
だ
っ
た
」

石
井
「
そ
う
み
た
い
で
す
ね
」

響
子
「
そ
れ
か
ら
、
地
震
の
研
究
に
没
頭
し
て
い
っ

た
わ
。
あ
ー
（
興
奮
気
味
に

）」

石
井
「
ち
ょ
っ
と
不
謹
慎
で
は
？
」

響
子
「
な
ん
で
？
」

石
井
「
地
震
で
多
く
の
人
々
が
亡
く
な
っ
た
り
し
て

い
る
の
に
」

響
子
「
は
あ
。
地
震
を
正
当
化
し
て
い
る
訳
じ
ゃ
な

い
。
地
震
の
揺
れ
は
好
き
だ
が
、
地
震
は
好
き
じ

ゃ
な
い
。
地
震
や
津
波
は
人
を
不
幸
に
す
る
！
大

切
な
の
は
、
人
の
命
よ
！
」

石
井
Ｍ
「
な
ん
だ
よ
、
こ
の
人
…
…
」

響
子
「
阪
神
の
と
き
も
地
震
被
害
は
あ
っ
た
。
で
も

津
波
は
来
な
か
っ
た
。
で
も
、
今
度
は
…
…
」

石
井
Ｍ
「
彼
女
は
真
剣
な
表
情
に
変
わ
っ
た
…
…
」

響
子
「
私
は
、
地
震
の
研
究
に
研
究
を
重
ね
、
地
震

の
予
知
を

％
ま
で
上
げ
て
き
た
わ
」

88.8



10

石
井
「

！
」

88.8

響
子
「
東
日
本
震
災
の
時
は
６
割
程
度
だ
っ
た
け
ど
」

石
井
「
６
割
？
ま
さ
か
、
東
日
本
震
災
を
予
知
し
て

い
た
ん
で
す
か
？
」

響
子
「
一
年
程
、
ズ
レ
が
あ
っ
た
け
ど
」

石
井
「
一
年
…
…
」

響
子
「
間
に
合
わ
な
か
っ
た
…
…
」

石
井
Ｍ
「
な
ん
か
こ
の
人
、
す
ご
い
人
？
」

Ｓ
Ｅ

窓
を
開
け
る
音
。

石
井
「
で
も
、
一
年
の
ズ
レ
だ
け
は
す
ご
い
で
す
」

響
子
「
あ
の
震
災
で
は
、
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
。

揺
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
津
波
が
あ
っ
た
。
も
う
少

し
準
備
が
で
き
て
い
れ
ば
、
助
か
っ
た
命
は
も
っ

と
多
か
っ
た
の
に
…
…
」

石
井
Ｍ
「
彼
女
は
、
悲
し
気
な
目
を
し
て
遠
く
を
み

て
い
た
」

響
子
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
来
れ
ば
、
こ
こ
は
必
ず

被
害
に
遭
う
。
地
震
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
け

ど
、
地
震
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
は
可
能
な
の
」

石
井
「
被
害
を
防
ぐ
こ
と
…
…
？
」
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響
子
「
こ
の
徳
島
、
い
や
四
国
全
般
的
に
山
岳
部
が

非
常
に
多
い
。
だ
か
ら
、
高
台
に
シ
ェ
ル
タ
ー
を

作
れ
ば
、
津
波
が
発
生
し
た
時
に
津
波
被
害
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
！
」

石
井
「
シ
ェ
ル
タ
ー
…
…
。
避
難
所
じ
ゃ
な
く
」

響
子
「
石
井
、
地
響
き
を
聞
い
た
こ
と
あ
る
？
」

石
井
「
地
響
き
…
…
？
」

Ｓ
Ｅ

ご
ぉ
お
ー
と
な
る
地
響
き
音
。

響
子
「
私
は
あ
る
わ
。
海
底
の
地
質
調
査
の
た
め
に

ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
て
い
る
時
、
船
が
入
港
す
る
よ

う
な
『
ご
ぉ
ぉ
ー
』
と
響
く
音
。
た
ま
ら
な
か
っ

た
」

石
井
Ｍ
「
な
ん
て
す
ご
い
体
験
な
ん
だ
」

響
子
「
過
去
の
地
震
箇
所
、
日
時
、
規
模
、
天
候
等

か
ら
研
究
し
た
結
果
、
必
ず
数
年
以
内
に
南
海
ト

ラ
フ
は
来
る
！
」

石
井
Ｍ
「
僕
は
、
彼
女
の
言
葉
に
ぐ
う
の
音
も
で
な

か
っ
た
。
彼
女
は
ま
さ
し
く
地
シ
女
だ
」

響
子
「
個
々
の
地
震
に
対
す
る
事
前
の
準
備
は
勿
論

だ
け
ど
、
行
政
も
や
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
お
く
必
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要
が
あ
る
。
高
台
の
地
盤
調
査
、
避
難
所
及
び
シ

ェ
ル
タ
ー
の
建
設
、
利
用
方
法
。
迅
速
な
避
難
経

路
。
県
民
へ
の
告
知
、
あ
ら
ゆ
る
事
す
べ
て
よ
」

石
井
「
す
っ
、
す
ご
い
！
」

響
子
「
復
興
に
は
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
間
の
住
民

の
ス
ト
レ
ス
は
大
変
な
こ
と
よ
。
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
は
事
前
復
興
も
大
切
な
の
」

石
井
「
正
確
な
予
測
は
で
き
て
い
る
の
で
す
か
？
」

響
子
「
さ
っ
き
確
認
し
た
観
測
所
の
デ
ー
タ
と
私
の

独
自
の
計
算
方
法
で
は
、

日
以
内
！
」

100

石
井
「
え
ー
、

日
！
本
当
で
す
が
？
」

100

響
子
「
嘘
よ
」

石
井
「
嘘
…
…
」

響
子
「
自
然
の
猛
威
を
人
間
ご
と
き
が
把
握
で
き
る

わ
け
な
い
で
し
ょ
。
だ
か
ら
、
予
測
に
と
ら
わ
れ

ず
、
常
に
地
震
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
重

要
な
の
よ
」

石
井
Ｍ
「
彼
女
が
輝
い
て
み
え
た
」

Ｓ
Ｅ

会
議
室
の
雑
音
。

石
井
「
今
、
お
話
し
し
た
と
お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
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震
に
備
え
て
、
事
前
の
防
災
訓
練
お
よ
び
復
興
準

備
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
訓
練
の
実
施

や
シ
ェ
ル
タ
ー
の
建
設
も
検
討
お
願
い
し
ま
す
。

研
究
者
の
計
算
で
は
、

日
以
内
に
発
生
の
予
測

100

が
で
て
い
ま
す
」

Ｓ
Ｅ

ざ
わ
め
く
声

男
「

日
以
内
は
、
本
当
か
？
」

100

石
井
「
嘘
で
す
」

Ｓ
Ｅ

ざ
わ
め
く
声

石
井
「
予
測
に
と
ら
わ
れ
ず
、
常
に
地
震
に
関
心
を

も
つ
こ
と
が
私
た
ち
に
重
要
な
ん
で
す
」

Ｓ
Ｅ

拍
手
の
音
。

石
井
Ｍ
「
隅
で
聞
い
て
い
た
、
地
シ
女
の
口
元
が
ゆ

る
ん
で
い
た
。
僕
は
、
誇
ら
し
く
思
っ
た
」（

了
）


